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表 紙 写 真

今月号の表紙は、東葛山の会にお願いをしました。

会員１４名がスイスアルプスでトレッキンングを楽しんだ時の

スナップです。

シャモニーからフランスとの国境にあるバルム小屋まで登り、

国境を中央にして組体操の扇形のパフォーマンスです。

誰がホイッスルを吹いたかは定かではありません。

アルプスホルンでなく、組体操のピッピッピーはピッタリ？

――編集者――
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2022 年 1 月 25 日 県連盟理事長 野田久生

千葉県連盟は、2年毎に定時総会を実施しています。

今年度総会は、オミクロン株感染拡大を考慮し参加者の安全を最優先してオンライン

で実施する事になりました。

本来ならば、総会は千葉県連盟規に定められた条項によって運営されます。

しかし、今年度は規約第 14 条により、代議員選出、決議等を理事会の総意で決定し下記の

通り実施します。ご理解とご協力をお願いします。

記

・日 時 2022 年 3 月 5 日（土）13:00～16:00 オンラインにより実施

・参加者 各会代議員 ２７名 ・県連理事 １３名 ・県連盟役員 ９名

・議案・資料 会代表者・代議員・県連理事に送付しました。

■総会議案書及び資料の要点

１．議案書・資料の構成

1）利用者の利便性を考慮して、「議案書」と「資料集」の分割構成としました。

2）委員会活動を、第 54 期、第 55 期 活動報告・会計報告

第 56 期・第 57 期 活動方針・会計予算

の構成としました。

２．第 56 期、第 57 期 定時総会スローガン

1）親しみの持てる、千葉県連盟を目指そう。

2）安全で楽しい山行のため、学習活動を充実しよう。

3）新しい仲間を迎える、迎えられる会をつくろう。

4）房総の豊かで美しい自然を守る運動に参加しよう。

5）千葉県連盟活動を、多くの会員の参加で活発にしよう。

３．県連活動の要点

1）県連活動は委員会活動が主体です。この活動を充実していくために各会からの積極

的な委員会への参加をお願いします。

2）組織強化・会員拡大に取り組みます。

3）房総の豊かで素晴らしい自然を守る取り組みを実施します。

・「房総の山復興プロジェクト」に参加し、県内の山岳団体、協力団体と協力し

て復興作業を行います。

・「山の日記念行事」（８月１１日）田中陽希講演会に参加します。

以上

千葉県勤労者山岳連盟

第 56 期（2022 年）・第 57 期（2023 年）定時総会の案内
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日本勤労者山岳連盟 第 35回総会（2022 年度）に参加して

理事長 野田久生

表記総会に千葉県連より代議員として参加しました。初めてなので戸惑うこともあり

ましたが、２日間有意義な時間を過ごすことができましたので報告します。

千葉県連よりの参加者 理事長：野田久生、役員：安彦秀夫、伊東春正 計 3人

行事名 日本勤労者山岳連盟 第 35回総会

「権利としての登山」を掲げて、新しい登山文化を創り出そう！

日 程 2022 年 2 月 19 日（土）13：00～18：10 --- 20 日（日）8：30～12：30

会 場 ホテルコンチネンタル府中 会議室（オンライン参加有り）

議 題 １．第 34 期下期の活動総括と第 35 期の活動方針

２．第 34 期の財政活動総括と決算報告の予備 35 期の財政方針、予算の策定

３．全国連盟役員の選出、その他

参加者 地方連盟代議員 75 人（委任状含む、内オンライン参加者 28 人）

全国連役員・理事 46 人（内オンライン参加者 6人）

その他 1）全国連盟の総会は 2年毎に行われ、その間の年には評議会という形で

全国的な会議が行われます。（千葉県連の総会、代表者会議と同様です）

2）総会の結果は決議・決定集という形でまとめられ、後日各地方連盟加盟

会に提供されます。今回は PDF データも提供されるということなので、デ

ータが届き次第県連各会に展開して会員に提供できるようにします。会員

の方々はぜひ一読してください。労山への理解が深まると思います。

■ 総会で印象に残った主な議事

１．登山時報の今後について（いろいろな意見・提案有り）

・来年度から形態を変えて PDF データで提供される予定。

２．労山趣意書の改正について

・労山の魅力を会員に伝えるため必要ではないか等、様々な意見有

３．各地方連盟より状況説明は興味深かった。

・県独自の山旅冊子の作成。創立 50 周年を記念して 50 の山に登る等

■ 感想・その他

１．環境の異なる地方連盟が一堂に会して討議を行うことは有意義であった。

２．参加者は高齢者（70 歳以上）が多い。今後全国連盟の活動を活発化するには、

もう少し若い人が参加する必要を感じた。

３．コロナ禍の限られた中ではあったが地方代議員、全国連役員と情報交換でき

たことは有意義であった。今後県連活動に役立てたいと思います。

以 上
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コロナ禍の全国連盟第 35 回総会に参加して

安彦 秀夫（東葛山の会）

日時：2022 年 2 月 19 日（土）12：00 受付 ～ 20 日（日）12：15 解散（1泊 2日）

場所：ホテルコンチネンタル府中（東京都府中市）

代議員：会場 23 名、Web28 名、委任状 24 名、欠席 3名（代議員定数 78 名）

全国役員：会長、副会長、監事、事務局、専門委員、理事長、副理事長、理事など

千葉県連関係者(5 名・敬称略）：全国連盟理事（石川昌/会場、山本尚徳/会場）

代議員（野田久生/会場、安彦秀夫/会場、伊東春正/Web）

新型コロナウイルス禍が 2年前から続いており、新規感染者数も急増し、更に、首

都圏に『まん延防止等重点措置』が発出・延長され、不要不急の外出制限のある中、

昨年 2021 年の『評議会』に続き、一抹の不安を抱えながらマスク着用で参加しました。

当然ながら、参加者全員がマスク着用でした。また、コロナ禍ということで、Web 参

加や委任状の代議員が多かったです。

議案書の提案説明が浦添理事長などからあった後、多くのテーマに対して活発な質

問や意見・提案、そして各地方連盟からの活動報告などが 2日間に亘りありました。

Web 参加者もいるということで、カメラの前の演台に出て発言する…という昨年に続

いての『対面参加と Web 参加の併用』の形での総会でした。

以下に質問・提言そして回答（⇒）などを報告します（順不動）。

1 『東京オリンピック・パラリンピックは強行されたが…』とあるが、『強行され

た』は不適切な表現ではないか？

⇒有志で『開催中止すべきではないか…』という提言を出しただけでした。

2 規約改正理由として、『個人情報や全国連盟が公開していない重要な情報の漏洩

問題…』とあるが、『公開していない情報』とは何か？

⇒事故関係はマスコミなどに公開していない。

3 『財政安定積立金支出 300 万円』が計上されているが、何か？

⇒会員の減少による連盟費の減少や専従者給与の増加などで、単年度では余裕

がない。連盟費を上げない為に、コロナ禍で活動縮小になり余裕のある時に積

み立てておくものです。

4 行事主催者賠償責任保険の再開を目指す中で、地方連盟主催の行事の保険料を

当面、基金運営委員会で支払う…とあるが、どういうことか？

⇒今年度は試行的に掛金を支払い、様子を見たい。立替えではない。
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⑤安全対策基金を申請しなかったが、申請の基準はあるのか？

⇒事故防止や安全講習などであれば、規模などを問わない。

⑥『趣意書』の見直しが言われているが、具体的にはどういうことか？

⇒趣意書は歴史的なもので簡単に変えるモノではない…という考えはあるが、当

時を尊重し、学識経験者を含めて、今日に合った表現に改正していきたい。

⑦女性委員会再編の中で、『ふさわしい人がいなかった…』とあるが、全国に呼び

掛けたのか？

⇒規約に、『全国連盟の理事であること』とあるので、選出できなかった。各地

方連盟に呼びかけなかったが、個別には働きかけた。

⑧＜安彦発言＞

『登山時報』の有料購読者が会員の約 10％と少なく、機関誌とは言えない。また、

今後も減少傾向で、更に、コロナ禍で例会などが開催できず配布が難しい状況が

続いている。この際、電子化しリアルタイムでのホームページアップに切り替え

てはどうか？どうしても従来の紙媒体を希望する場合は、各地方連盟又は各会で

対応を検討してみてはどうか？示されている方針は、従来と変わっていない。今

後のタイムスケジュールを示してほしい。

⇒登山時報は購読料金が前払いなので、今年 2022 年 12 月号までは発行し、その

後については、廃刊を含めて新たな機関誌・紙媒体の発行について検討を進め、

名称や内容等も含めて新たな発行体制を整えていく。

※具体的な方針は示されず、大きな不満・落胆だけが残りました。

⑨＜安彦発言＞

他団体との共同行動に関係することですが、『トレイルランニング』を楽しむ人

が増えてきている。当初は、一般ハイカーとのトラブル（接触・衝突など）や自

然破壊（登山道破壊など）などを心配したが、同じ山岳を活動対象としているの

で、共存する観点で取り組む必要があると思うが、如何でしょうか？

また、労山会員の中にも楽しむ人が増えてきており、事故発生時の労山基金の給

付対象となるかどうかをお聞きしたい。

⇒危険性や自然保護などの観点から、対象山岳状況などを考慮し、各地方連盟ご

とに関係団体と協議し、対応を決めて欲しい。また、事故時の労山基金の給付に

ついては、練習時の事故は対象となるが、大会参加時の事故は対象外である。

※ゲレンデスキーやクライミングジムでの事故と同様な対応なので、今後更に対

象となるように働きかけを継続したい…と思いました。

各地方連盟の活動状況が、資料集に沿って、南から北の順で報告されました。

多くの地方連盟で、会員の高齢化に伴い活動継続が難しくなり脱退する会も出てきて

いるようです。又、コロナ禍で活動が縮小し、会員拡大に苦労している会も多いよう

です。一方で、会員増をしている会もあり、その秘策（？）は、ホームページの充実

と会員の紹介などがあるようです。

6



2 日目にも各地方連盟からの報告や発言があった後、浦添理事長から討議の纏めと

しての報告があり、提案された次の議案 4件は、修正なしで全て承認されました。

① 第 1号議案：第 34 期下期(2021 年)活動総括と第 35 期上期(2022 年)活動方針

⇒ ＜会場挙手採択： 保留 5、反対 0、賛成 46 （Web 含む）＞で可決

② 第 2号議案：第 34 期下期（2021 年）決算と第 35 期上期（2022 年）予算

⇒ ＜会場挙手採択： 保留 5、反対 1、賛成 45 （Web 含む）＞で可決

③ 第 3号議案：日本勤労者山岳連盟の規約・規程の一部改定

*規約→ 個人情報や全国連盟非公開情報の漏洩対応

*規定→ ①登山時報や労山ニュースの名称変更・発行形式の変更などのため

②不動産管理委員会の廃止と一般財団法人山岳基金の設立のため

⇒ ＜会場挙手採択： 保留 7、反対 0、賛成 44 （Web 含む）＞で可決

④ 第 4号議案：労山山岳事故対策基金規定の一部改定

*救助捜索交付増額、入通院交付対象開始日数の短縮、無事故報奨金制度廃止等

⇒ ＜会場挙手採択： 保留 5、反対 0、賛成 46 （Web 含む）＞で可決

新特別基金制度の『無事故報奨金』の授与・表彰が『134 会』に行われ、千葉県連

関連では『君津ケルン山の会』と『千葉民医連山を歩こう会』の 2会でした。

引き続き、『栄誉功労賞』18 名（千葉県連 3名）と『永年会員』295 名（千葉県連

16 名）が授与・表彰されました。

役員選挙は、立候補者が無く、『役員選考委員会』から役員候補の提案があり、選

挙管理委員会のもと厳正に投票が行われ、候補者全員が信任を得て、会長、副会長、

理事長、事務局長など全てが入れ替わりました。退任者の挨拶の後、、川嶋新理事長

から新役員などの紹介がありました。千葉県連関連では、石川昌副理事長、山本尚徳

理事、鶴田秀雄労山基金運営委員の 3名で、2年後の総会までを託しました。

全議案を可決・承認して総会は無事終了となり、Web 参加者も加えて、全員マスク

を外して集合写真を撮り散会となりました。

初日の夕食前に、『関東ブロック打合せ』が行われ、『2022 年行事任務分担』などに

付いて話し合われました。『自然保護交流集会』は、2020 年から千葉県連が担当でし

たが、コロナ禍で 2年続けて中止となり、今年も担当となります。自然保護委員会が

中心となり企画運営をお願いします。

【感想】

コロナ禍で、昨年と同じように夕食と朝食は、『マスクをし、使い捨て手袋を付け

て料理を取り分け、テーブルは全てはす向かいに座り、静かに食べる…』というビュ

ッフェでした。今年は参加者が多いので、夕食も朝食も 2部制でした。

夕食後の正式な懇親会もなく、他の地方連盟の参加者との談笑も皆無で、折角の機

会なのに情報交換が充分にできなかったことが心残りでした。（2022/2/24/Thu.）
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全国連盟 第 35 回総会 オンライン参加報告

教育遭難対策委員会委員長 伊東 春正

2022年 2月 19,20日に開催された総会に、Zoomによるオンライン参加をしましましたので、

報告します。

コロナ禍により代議員は府中の会場に行くか、オンライン参加かを選択できたので、リア

ル参加とオンライン参加とが共存するかたちとなりました。

千葉県連の総会がオンラインでの開催予定であるため、参考となるよう議事内容より運営

面を報告します。

◆総会までの動き

一か月前：代議員登録

5日前：オンライン参加申込

3日前：Zoom 接続テスト実施（案内は 4日前）

3日前：総会資料（抜粋版）と Zoom 参加資料が郵送で送られる

前日：総会資料（最終版）の URL 通知

＊急遽オンライン開催が決定されたようで、慌ただしいスケジュールである。

◆総会本番

総会は定刻通り開始した。

・ Zoom 接続不良による混乱もなく、全員ミュートになっている。

・ Zoom 参加は 45 名（代議員 28 名、全国・地方理事 13 名、傍聴 3名、会場画面 1）

・会場を映す画面が小さく、発言者の顔や表情までわからず。

後日、表示設定をギャラリービューからスピーカービューに切り替えると、発言者画面

を拡大表示させることがわかった。

◆オンラインからの発言

・事前に送信しておいた Web 発言通告画面（グーグルフォーム機能）に添って議長より

指名され、指名された人はミュートを解除して発言する

・オンラインでの発言は、総じて制限時間 5分を超える発言が多かった。

このため二日目は、議長が発言通告を読み上げ、オンライン参加者が発言することは

なかった。

◆休憩時間

・画面共有機能で Zoom 全画面に休憩時間が表示されたのは、分かり易かった。

◆議案採決

・採決時間になったとき、チャット画面に Web 採決画面の URL が配信される。

・ URL をクリックし Web 採決画面で投票する（グーグルフォーム機能）

・各議案の Web 採決の集計に 10 分くらいかかり待たされる。

投票されない人が常に 5名ほどいて保留扱いされていた。

この人たちは多分チャット画面を見ていないと思われる。

◆所感

リアル参加とオンライン参加とが共存するという難しい総会であったが、運営はスムー

ズであった。
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ただし、採決に関しては、グーグルフォーム機能を使わずに Zoom の手を挙げる機能でや

れば、短時間に採決できたのではと思われた。

総会議案書と資料集は共に 80 ページと膨大で、とても印書する量ではなく、パソコン画

面での参照となる。その時に文字列検索をしようとしてもできず、非常に不便であった。

多分、紙をスキャナーで読み取り、画像として保存したからだと思われる。PDF は EXCEL

や WORD から直接出力して作成するべきである。

以上

Web 採決画面
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グレートトラバース百名山の

田中 陽希 講演会案内

・ 実施日 ２０２２年８月１１日（木）山の日 １３時～１６時

・ 会 場 千葉市民会館（ＪＲ千葉駅より・徒歩３分）

・ 講演者 田中 陽希氏

・ 主 催 「房総の山復興プロジェクト」

・田中 陽希氏 紹介

・明治大学卒業後 山岳・アウトドアガイドとして幅広く活動中

・２０１２年・２０１３年 パタゴニア・エクスペディションレース

に出場し２年連続２位となる。

・２０１４年～２０２１年 「グレートトラバース百名山一筆書き」

「グレートトラバース２」「グレートトラバース３」人力踏破に挑戦

この様子はＮＨＫで放送されてフアンも多い。

「房総の山復興プロジェクト」と

先の台風と大雨により房総の自然は大きな被害を受けました。

その後、房総の登山道の復旧には多くの団体、個人のボランティアが

取り組んでいます。しかし、安心して登山が出来るまでには復旧出来

ていません。千葉県連盟では、個人で復旧作業に取り組んでいる会員

のサポートにとどまっています。房総の山を、安心して楽しむために

早急に登山道の復旧作業に取り組む必要があります。

この様な現状を打開し、房総の山復興に取り組む事を目的として

千葉県内の山岳３団体が参加して「房総の山復興プロジェクト」を

立ち上げました。

千葉県連盟は創立以来、房総の自然保護に取り組んで来ました。

その活動を継続するために、多くの会員の参加・協力をお願いします。

問い合わせ先・要望は 千葉県連 広木国昭

Ｅメール：danohiro@jcom.zaq.ne.jp

各会で、参加者をまとめて申込みをして下さい。
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県連予定表

日付 曜日 県連行事予定 日付 曜日 県連行事予定
1 火 1 金
2 水 役員会（ＺＯＯＭ） 2 土 雪上技術講習
3 木 定時総会招待メール（ＵＲＬ）配信 3 日
4 金 4 月
5 土 定時総会 １３時～１６時（ＺＯＯＭ） 5 火
6 日 6 水 役員会（ＺＯＯＭ）
7 月 7 木
8 火 8 金
9 水 9 土
10 木 10 日
11 金 11 月
12 土 12 火
13 日 13 水
14 月 14 木
15 火 15 金
16 水 16 土
17 木 理事会 17 日
18 金 18 月
19 土 19 火
20 日 20 水
21 月 21 木 理事会
22 火 22 金
23 水 23 土
24 木 24 日
25 金 25 月 教遭委員会（ＺＯＯＭ）
26 土 26 火
27 日 27 水
28 月 教遭委員会（ＺＯＯＭ） 28 木
29 火 29 金
30 水 30 土
31 木

事故発生時の連絡先
◉事故一報は事故発生後一か月以内に!
◉全国連盟と県連教育遭難対策委員会の両方にメールまたはファクスで!

全国連盟事務局 県連教育遭対委員会
メール:ؙjwaf@jwaf.jp メール:ؙitou2385@yahoo.co.jp（伊東）
ファクス:ؙ03-3235-4324 メールのみとします

連盟費の振込先はこちら!
郵便振替口座ؙؙ00160-3-481509 （ゆうちょ銀行ؙ〇一九店ؙ口座番号0481509）
千葉県勤労者山岳連盟

発行者:ؙ千葉県勤労者山岳連盟
発行責任者:ؙ広木国昭
住所:ؙ〒261-0013  千葉市花見川区幕張本郷 1-29-18 レジデンス幕張台 101号室
電話:ؙ043-306-1190                E-mail:ؙrousanchiba@grape.plala.or.jp
HP:ؙhttps://www.cwaf.jp

3月 4月
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